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雨水製評-第 28号 

製品分類 雨水貯留浸透路盤材（NS路盤層） お問い合わせ先 
TEL 0868-28-0460 

FAX 0868-28-0850 

製 品 名 タフタフパーク・グラストロング 日本植生株式会社 
岡山県津山市高尾 573－1 材    質 4号単粒度砕石・キョーリョクキープ等 

■製品概要 

近年、地球温暖化が及ぼす影響が危惧される中、都市においてはヒートアイランド現象の緩和と景

観の向上を目的として、屋上緑化・壁面緑化等、これまで緑化の対象ではなかった箇所に緑地を設け

る技術が開発され、その普及が進んでいる。 

その中で駐車場緑化（グラスパーキング）も都市緑化技術の一つとして、学校や公園等の公共・公

益施設や民間の商業施設・工場敷地内の駐車場などで普及促進が図られている。さらに、地方自治体

においては、大阪府や兵庫県などでは実証実験を行い、積極的な取り組みも進んでいる。 

しかし、駐車場緑化に伴い、車両の踏圧による土壌の固結、排水性・通気性の不良、水不足による

乾燥など、植物を生育に際し、技術的な課題が山積している。本製品は、これらの課題の解決するこ

とを目指して開発した製品である。 

また、最近では、地球温暖化による気候変動の影響により、水害は頻発化している。特に河川災害

が及ぼす被害は甚大で、河川・砂防施設の整備には限界があり、流域全体で水害に対応する「流域治

水」の促進が急務となっている。都市部では、コンクリートやアスファルトによって土が覆い隠さ

れ、雨水が地面に浸透せず、短時間に雨水が河川や下水に流出して、都市水害を引き起こす要因の一

つになっている。 

本製品の NS路盤層（生育層）は、従来の駐車場緑化がもつ課題を解決するとともに、雨水の流出抑

制貯留機能も付加することにより、雨水の流出抑制に寄与することができる。 

 

 

 

図 1 タフタフパーク及びグラストロングの外観 

 

 

 

（公益社団法人雨水貯留浸透技術協会認定） 
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■製品の使用材料・土地利用 

○本製品の使用材料・土地利用は、表 1のとおり雨水貯留浸透路盤材として使用する。 

表１ タフタフパーク及びグラストロングの使用材料・使用用途 

■特長 

NS路盤層とは、①単粒度 4号砕石、②キョーリョクキープ under、③砂で構成した路盤層、で上記

の材料を混合して、支持力・生育層・雨水貯留機能・保水性を併せ持つ路盤層を構築するものであ

る。 

1） 支持力 

施工時に充分な転圧を行い車両の乗り入れに対して十分な支持力を有している。 

2） 生育層 

従来のクラッシャランと異なり、路盤層の内部まで根が伸長し、植物の生育層として機能す

る。供用開始後も車両や人的な踏圧による植物の育成阻害がなく維持管理がしやすい。 

3） 雨水貯留機能 

NS 路盤層の骨材試験及び保水性試験より、NS路盤層の空隙率を求めると、約 25％程度であ

る。 

4） 保水性 

土壌改良剤（キョーリョクキープ under）と砂を混合することで保水性や保肥機能が向上する。 

 

 

図 2 タフタフパーク及びグラストロングの構造と特長 
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■評価の範囲 

NS路盤層の評価の範囲は、雨水貯留浸透機能について下記の項目を評価する。 

１.NS路盤層の貯留性能（保水性試験による空隙率） 

２.NS路盤層の透水性能（透水試験による透水係数） 

３.NS路盤層の支持力（CBR試験） 

４.NS路盤層の環境基準への適合性（溶出試験） 

表２ 雨水貯留浸透路盤材としての基本性能 

項目 基本性能 土質試験結果 

1.空隙率（％） 25 保水試験 26％（間隙率 34.1-pF2.0 体積含水率 9.1） 

2.透水係数(m/s) 7.59×10-4 定水法 5検体平均値 

3.修正 CBR(％) 36.0 JIS A1211（突固め回数 17 回（3層）n=3の平均 

4.乾燥密度(g/cm3) 1.797 JIS A1211（突固め回数 17 回（3層）n=3の平均 

5.間隙率・空隙率（％） 34.1 実積率試験（JIS A 1104）空隙率 34％ 

6.実績率（％） 65.9 実積率試験（JIS A 1104）空隙率 34％ 

 

■評価の結果 

１．NS路盤層の貯留性能（空隙率） 

〇本製品は駐車場の路盤材として使用し、空隙率は、表３に示すとおりである。空隙率は、土の 

保水性試験より、pF2.0時の体積含水率26％に対して、安全をみて、空隙率25％を採用する。 

表３ タフタフパークの空隙率 

※空隙率＝間隙率－体積含水率 

２．NS路盤層の透水性能（透水係数） 

○本製品の飽和透水係数の試験結果、飽和透水係数は、7.59×10-4m/ｓであり、関東ローム層の 

最小値（1.0×10-5m/ｓ）を大きく上回ることから、土壌の雨水浸透効果を阻害しない透水性 

能を有していると認められる。 

３．NS路盤層の支持力（CBR） 

○本製品は、施工時の充分な転圧により車両の乗り入れが可能で、CBR試験値においても締固め度 

95％で、CBR平均値が 72.8％であり、十分な支持力を有していると認められる。 

４．NS路盤層の環境基準への適合性 

○本製品は、溶出試験結果より平成 3年環境庁告示 46号に適合していると認められる。 

以上 

使用材料 単位 1m3当り 実積率 ①間隙率
pF1.5体積含

水率（ℓ/m3）

pF2.0体積含

水率（ℓ/m3）

pF3.8体積含

水率（ℓ/m3）

単粒度砕石４号 m3 1.00 96.02 80.5 50.1 ③×0.35

キョーリョクキープunder m3 0.20

砂 m3 0.15

9.60% 8.05% 5.01%

24.50% 26.05% 29.09%

pF2.0時空隙率採用採用値

②体積含水率(％)

25%

備考

③比体積含水量(ℓ

/m3)のn=2平均値
143.15

土の保水性試験よりNS路盤層

空隙率（①－②）

65.90% 34.10%

骨材試験データより

274.35 230.00
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【参考資料 1：施工手順その 1：タフタフパーク】 
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【参考資料 1：施工手順その 2：グラストロング】 
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【参考資料 2：施工事例その 1：タフタフパーク】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【参考資料 2：施工事例その 2：グラストロング】 
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【参考資料 3：有効水分保持量報告書】土の保水性試験（遠心法） NS 路盤層（砕石を除く） 

2023 年 7月 7 日 協同組合 関西地盤環境研究センター 
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【参考資料 4：路盤材の透水試験】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



- 9 - 

 

 

【参考資料 5：路盤材の修正 CBR 試験】（JIS A 1211） 
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【参考資料 6：骨材の単位容積質量・実績率試験】 
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【参考資料 7：溶出試験】 

 




